
I 調査目的

沿 fi;室長資源動様調査

漁業建長湾

技術十

力行 信憐

邦昭

本県沖合に来γ雄するプリは吃ι南下の季節的;@i坊をおとなっている持 局+術的務動を杷樫す
るため，在員:ヰjl，~周査，漁体調存立合ぴに標識綬減を実物して，沿岸漁業振現の椅針とするものである。

日調査内容

イ調寄場研 沢辺，深浦惨ケ沢，三厩

ロ期 間自唱和42年 6月~杢昭和 42年1 1月

ハ 議資項目及び方桧

漁協からブ9のが当湾高を漁業叫 臼叫銭柄時こ調査し，特に大型定理網においては朝，タ

網別の揚網状況等を調奇， この-9l-，関係海民か九の聞き取りによった。

!H 調査経過並びに結果

従来よりブリの漁況については若干の考察は加えられてきてい{;，が，生態調査並びに環境調査

については深〈掘り下げられていなかったためにi将芋はこの点については烹点的に調査を行弓と

とにしたが，予算上の問題があるとともに，プリの漁獲が例年より不振であったとと等から調査

が円渇に行われず，負体主南海，襟識於流等を実格することが出来なかった。したがって海理守及

び間きJf-xり謂査が主体となってし支ったが，以下，本県のプリについての知男Aを織略ながら記述

することにする。

t プリの呼称

プリは出f悼、と云われ，目立~I'::伴ってその呼名がいろいろ嬰なっている。本県ではイナダ，

フクラギ，アォ，ワラサ，及びプリと呼んでいるようで，叉季術的に要プリ，秋プリ，寒プリ

等とも呼』裁もているよ弓である。調査地域による呼名投びに旬、休の大tまさについては下司のと
おりである。

イナダiフクラギiア

沢辺10，3--1.5K，lo.読み以下
Z可一一-1:ぷ干プ「-一

鯵ケ内止竺主主
|三 j或

2-3均台
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2. 漁獲量

昭和 36年-42年全での調査地域のプリの漁湾高は第 1表及び第 2表のとおりで.iR辺地

先では定費網により 7_48ト:/，深浦では定置網により 80_  2 1 0ト:/.曳欽1で 1_1 3 

トジ，鯵ケ沢地先では曳祭1で 3_8 ト:/，又，海峡の三厩地先では 1本内こより 10_7 0ト

ンの穐糖で何れも年変動が大きし豊凶の差が著しくなっている。

3.漁期

本県日本海側の沢辺深株 il::金ケ代鯵ケiR_地先では魚湖は姶んE変らずタ早い年には 4月

下旬上')突す糊Eみられているが，例年は 5月上，中旬t旨からである。感漁期は6月上，中旬~

7月下旬全でであるが，還し、年には. 8月に姥漁期が形成されるときもあるよ弓である。とれ

らの時期には主として定置により演穫され，漁湾の主体となる魚休も 2K9-3均台のワラサ及

び6-7K~~%の中型プリである@フクラギ級のものは 7 月晴よりみえ始めているが，時Z執漁業

が始主るのは 8月上旬からで11月主で漁期が形成される。なお.南下期の大型プリの盛漁期

は~f;聖網でほ 1 1月_'12月主でで，海、事警は 1丹末をでみられている杭プクラギ織のものは

2月に入つでも容がみうけられるとともある。叉，津主要海峡の三厩地先では 5月中，下旬情よ

り来湯がみ~けられている杭最近ば 6 -7月頃より操業を行っている@

北上期ぼ 7月が号室漁期で， R旬下期は 1 1月が感漁期となっており. 1 A 1 0臼頃主で漁獲がみ

られるよ弓である。

4.漁場

沢辺，深浦地先で建込みの大型定霞網は水深 2日-30，m附近である。又深浦，鯵ケ尺地先

で榛昌きしているフクラギ曳管1も巨岸 1濠以内の緩く沿岸容の水深も 40-50m附:8である。

海峡三!或地発の 1本的は，北上旬には水深 30m以内の綜〈沿岸寄に魚、爆が筋立されるカミ南

下期においては水深50-100m附i斤に漁場が形成されるよ弓で，更プリは底質が根及び砂

地を滞泳するカミ秋プリは慢だけに漁均が形成きれる。

5. 漁獲水祖

~水域で実権している紗作勝沖 1 -5  Y里の海洋観測結果からと沢辺地先の定置網の漁場水沼

から検討して:lI::J::.明のプリの持、焼水視の下限は 9-10" Cと幣をされる@文，盛漁期のが起

は14 'C_1 80 と権Tさされるが 21-240 。においてもかなり畏い漁があげられており，

ー慢に断定するのは困難のようである@次に南下期の漁場水混であるが，とれも嘘作I橋沖の海

洋観測結果からみて， 1 6" 0 あたりから南下し始めるのではないかと考えられるが南下期の

最も良い水潟ほ 11_140 0と推定される。丸下限は 1月の滑岸水調等から判断し. 6-

70 0あたりで?まないかと思われる。

6. [河湾

プリ!ま春から夏にかけて::11::1::し，秋から冬にかけて南下するが，本県沖では沢辺深海北金

会ケ代鯵ケ沢沖とI!債を追って北上し，北海道西岸を::11::1::するが，一部ば津軍事海峡に入り，犬

平洋1)l11にねげて北海道噴火湾方荷に達していることは過去の標識放流結果から知られている。

叉漁期の推移からみてもわかるよ弓に津棒糊央三厩地先では， 日本i毎{則上1)約 1週間_10日

位遅れて同f象がみうけられるようである。この北上したプリば反転南下し始めるがz 三底地先
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に南下型事が璃われるのは例年 10月上，中旬からで， との苦手ば噴火湾方商から津古里海峡に入り

海慢を商進してきた害事であろうと考えられる。

白木海，鯵ク凡深淵場区等に漁港される南下務ほ津署海峡からi匂下してくる群と北海道西岸

を南下してくる君主とがあるが，海峡からの群が者千早いよ号で，例佼 10弓，市，下旬t奇から

と推定される.

しかし，全艇に.:ftι 荷下の市防にしても移動速度は年令によって芳子罪.なるよ弓で大型プリ
樗早いよ弓である。日水研が深浦沖:で 11月に放旅したワラサ紡ーのものでも 1源開位で宮山，

石川あたりをで遣するものもあるよ弓である。しかし，小型脅令魚ほど主要<.叉，滞永開通ぅ長

いよろで. 1 1月漢潤iT先で検検したフクラギ級のものが窃に北土して持参ケ開沖で再指された

ものもあつを。丸時期的にも移動速庵は実なるようで:ltt期は謬<.南下町Fは早い。摩書草場

泳層は芳慣網及び1本的の漁場からみて，北t期は和架 2日時60 m.南下聞は 40-12 0 

m附身で，場泳層の範聞は 180 mPl浅と考えられる.なお，北上問の旬俸は禁令丸成魚を

わず索解明J吸で，菊下期の問増ば犬f1'!プリについては薦卵回湧と推定される杭本県沖では卵

は秋期にまれにみられることもあるが非常に小さいよ号である.

7.生態

プリは沿岸住町湯性魚であるととは今更申し述べるまでもないがす弓光性の魚、でもあり，

三厩沖での 1本的でほ夜間光力を利用して漁簿しており，光力を利用した船と使用しない船で

は漁港に幸子し〈差があるよ号である。昼間沖合に出て夜間情岸に増するようで， このととは

日中の 1本約漁場の移り変り等からみても明らかである。即ち明け方}次第に明るくなるに従

って漁場が沖の深みに移動し，夕方は反対に沖から沿岸寄りへ漁擦が移行している.定置縄で

はタ網よりも朝縄の方が穐が良いがこれは夜のうちに入納したものであろう。丸餌付は日の

出前後が畏もよし吹いで夕方がよく， 日中は食いが悪い。

底質が習穂の陸相月縁辺附';[Iに多〈築主るよ弓で，低気Ffi透明の 2-3日前後に漁があると云わ

れているが，とれは定置網及び1本的の漁ともに共通しているようである。潮流との関係では，

三厩地先では大漸により余り関係がないと苛つれているが，地形的に海慌のはげしい場所でも

あるからで，他地方では犬半，大潮期にはプ9が活殺に運動し，餌付きが良いよ弓であるが，

全般に潮流の変化の多いととろが好漁場となっている。晴天よりも曇天に漁が良いが，海水が

にごっている時ば漁が悪い。丸北上場は下り湖が慢し南下期にほ上り湖の時撫が奥い上号

でお私風向は索電網の鰐合" WかNWの時漁がよいよ号である.無湾関係においては三厩地

先ではサシマが海峡に入り込んでいる時，漁が良い。

8.食性

生態調査を余り行っていないので詳細のととは令らないが， ワラサ以上のプリについては魚

類を多〈とっているよ号-c 日本海側でほカタクチイワレ， スjレメイ九 サパ零を合している

よろでおる。三厩地先でほ，サ ':/7，カタクチイワシ，スJレメイカ勾を食している上弓である。

9. 昭和42年プ9漁iJGの経週

日本海

北上期における春プリは深補地先の大~淀置鯛で鷹!~I害されたのが得も息<. 5 fI初めより現

われている杭纏って漁猿があったのは 6月中旬からで，例年のような癒横綱の漁場の確り上
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がりがみられず. 7月中旬をで断続的な墳が続いた@しかし. 7月以降も全く低調で漁期間(

8月末まで)沢辺嫡先にほ 13トン，深浦地区に 38トン，北金沢飾区では 2トYの水揚げで・

春網とL;ては昭和38年に次ぐ不漁であった。魚体ほ 5月中旬まではワラサ織が主体で.下旬.

以降5-9均織が殆んどであったo jc，年は特にワラサ級が少なかったよ弓である。一方，南下

聞は望奨鴻-!f包先に 1'0月1313より穐型撃がみられており. 1. 1月土旬-12月上旬にかけて 1グ

続当り 1トy 前後の積々練った漁獲があったが，以礎薄漁となり. 1月も全〈低調に綴凋し，

漁期開深澗1t区には 92 f :/.北会ケ沢地区では 16トシの漁港で，深浦蝉症では昨年の約

L，jk金州都ーではい制問機全〈柿でわたe また本年初必て，秋網持込んだ爽
辺地先でも 5トYの漁獲よりなかった。しかし，フクラギ織のものは， ζと数年にない好漁で

.，. 
深補地区における緑漁湾の約吉を占めている@特に秋期もワラサ織が悪かったよ弓である.

津軽海映

三厩地先では 7~6 日に初漁がðiったカ主昨年同様魚群の来7年が綴めて弓すく. 7月中の漁獲

は僅か2隻で 13砕の漁獲よりなかった.丸 8月，・ P月も同様，潰群の宋船主全〈みられず，

北上期の可 9月をで36 7K9の漁簿上りなしとと鞍年にない不漁に終っている。しかし，南下

期のプ3海は 10月下旬より噴君事の来、尉Zみられるよ号になり仇中型プリ主体に 11月中旬

安で好殺がみられたカ三例年より煮干建くまで漁期が続き. 1 ~ 1 3自主で穐獲がみられてい

る。 10月_1月主での均整電は 54トYで昭和 36年以降最も多い水揚であったe なお，買

プリ，秋プリ共，近年は魚体が小刻化の傾向を示しており，本年も型は小さ川

日本海，津軽海峡の海況を縁体的に考察してみる&北上期の来場資源費は緩めて少なかった

ものと者えられる杭南下郊においては犬平洋系群が椅当入り込んて3 これが三厩沖に好漁

をもたらしたものと推定される。しかし， 臼本海側を南下する時点において，暖流の巾が大き

し例年より海が穏暖であったためプリが沖合を南下したものと考えられる。

W考案
本年はプリ核不振であったととと，予算が少なかったため海篭環並びに聞き取り調斉が主体と

なってしをったので推定の崎から開ナ切れながった点もある杭今fもとれを確認するためにも

寒礎的喝査即ち生態調琵環境調平安を継続実施して行かなければならない。しかしながら，生態

調査にしても標識牧流にしてもプリ憾高級魚であるため健かな予算では実物出来ないのが理伏で

ーある.近年日本海と大平洋の主主宰海峡における交流任唱が最も重要視される杭 とれを解決する

ためにも毎年北上，南下群を対象とした計画的な標識放流生態鶏査が必要である。
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第 1表 調査封織別定置網年別漁護景 (単相手〉

~ 3 6年 3 7 3 8 3 9 4 s 4 1 4 2 

世ミ 辺 26.248 14.493 7，1 7 1 1 7.6 2 3 11 1.632 47，692 1 7.26 0-

深 捕 9 1，7 22 28.633 8 3.1 9 2 1 31，5 50 21 1.800 200，8? 3 1ろ口町027

第 2衰 調奇妙域別 1本容1年別i酒場聖堂 (増イ根付

除ぞL3 6年 3 7 3 8 39 4 0 4 1 .. 2 

漆 浦 5，1 72 1 2.4 8 7 4.394 1.328 3.808 1，72 2 1.7き1

鯵ケ穂 8.130 5，1 79 3.067 2.95 2 4.199 弓97 5.041 

一 厩 71.511 11.3 95 不 日月 3.744 1 2.830 1 7.070 54.081 

注延縄は合金子

第5表 調杏対偶別定者.網年別舟別漁港電 (単位~)

沢辺

¥年¥別.Jt、別¥ 4月 5月 6弓 7月 8守 9尽 10且 1.1尽 γ2月 L月 計

4 0 16 1.927 321>75 6724 290 41，632 

4 1 2786 2，637 2D48 40222 47，693 

4 2 81 6.534 4.986 215 788 41f31 208 17 17260 

深 浦

¥年¥前月¥別¥ 4月 5月 6 ~ 17月 8，g ?守 1 0司 1 1母 1 2月 1月 計

4 cl 1.5 54 39796 34688 5.019 R.120 72066 50.557 211.800 

4 1 1β09 2039 7075 7288 1.661 74.016 55428 51.30 7 200823 

4 2 196 6330 29，960 23% 75;484 唱3J18 516 1 33D27 

ー一一一

-201 -



符 4表 ;寄査地域別 1本的年男11月明魚、湾害事(単位K9) 

j突同

|孟生 8 且 11 ?月
1日月 1 1月 1 :2月 1 月 計

3 6年 2.0 27 2.538 390 2 19 5.1 74 

トー

3 7年 1、053 2. 1 1 0 5‘899 5.424 1 1 2.487 

3 8年 24 3.876 23守 255 4.394 
トー一一

3 9年 5 35 1 63 58 5 41 4 1.3 28 

一
4 0年 549 2.429 ! 81 4 1 6 

ノ
3.808 

4 1年 1 34 1.25 4 3.22 1 2 1.7 2 2 

4 2年 88 1.430 28 i 1 82 5 1.731 
ふー町"ーー・・四回

鯵ケ;処

ー

二t〈!L 7 月 8 月 ?尽 1 0 J:l 1 '2月 計

3 6年 3.933 2.256 92 3 1.0 1 8 8.1 30 

3 7年 1 0 1.6 8 1 1.2 94 ?21 5.1 79 

3 8年 2.066 543 458 3.067 

3 9年 679 1、929 344 2.9 52 

4 0年 944 lc03 1.42 4 1、428 1 1、99

4 1年 9 1 240 ιι 397 

4 2 $ 276 2.478 892 I 
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厩

年¥目弓IJ別""-1~凋 1 同 5月 6弓 7月 8月 ?月 1 o}] 1 1月 1 2月 1月 計

3 6年 20 1.900 19:400 603 255 4554 5 2226 1，592 71.511 

3 7年 34 11 1.621 863 42 8697 127 11.395 

3 8年

3 9年 i 4 11 70 2.680 ろ28 573 78 3744 

4 0年 勾68 4.147 382 4263 1.924 46 12830 

4 1年 230 7718 17 2.022 7D83 17.070 

4 2年 13 45 310 21.959 25520 6382 54081 

ーー一一 '- 』回，一一-・ーーーー」ー

寺;5表銘柄別漁獲音量 (単位K9) 

沢辺地区 42年犬型定者網

口認た 4月I5弓 6J1 7司 8月 ?司 1 O，q 1 1月 12j] 計

プ リ 805 ι6~ら玉 4598 215 293.0 169D 70 11.995.5 

ワラサ zn 4900 80.5 1.0 $.0 2B 1.6433 

フクラギ 4148 3.15時.1 201.0 145 :'>.824.4 

計 2日 805 66330 5088.0 215 788.3 4.431. 1 2080 173 17!t632 
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月別 延続数 1 人

5 月 ι守

6 月 87 

7 月 71 

8 弓 43 

I ':'0:トて
74 

1 1月 76 0.586 

1 2月 47 1 09 

1 月 2 2 32 

2 月i 2 

|小計! 1 64 0，80 1 

4 34 日，801

銘柄別区介深清明18.

1人( ，日相羽上)

5人( 4K9台}

深浦地区章者柄日!Iij;'l務景(昭和 42年)

2 人 5 人 4 人 5 人 ヲラサ フクラギ 混合

7 17 E 58 11 1 

4.507 911 45 867 

ーー

1 35 2 4.7 7 5 4.654 7 38守

169 174 守73 95 

1 42 29、299 5.751 177 1.083 ヲ5 I 1.367 

340 1 4 117 864 119 817 49 

46.926 1.206 1271 734 6 

2. 1 95 1‘1 2 9 242 77 61 9917 38 

7 "!J 1 59 12:;> ? ヰ? 8 

52 12 

4 9，5 3 4 ! 2，508 1，759 1.6亨5 1，47日 24;299 113 

4 9.67 6 3 1.80 7 7.510 1β52 1，4 80 I 

2人( 8_9Kg台) 5人(6-7KV台) 4人(5 K9合)

ワラサ(2 - 3T<g今) フクラギ(O. 2-1. 5 ~み)
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昭和42年三厩地区鈴柄別均穆受

月 別 延ー隻数 大 中 フクラギ
プ丸太ri:l11、
瀞 iEk 7Y 

7 月u 2 1 2. 6 

8 月 5 44.7 

? 月 26 2.~ 2 79.7 27.5 

1 0月 400 80.0 77.6 21.801.0 
ーーーーーー...，

1 1月 575 1 46.9 955.8 1. 1 3 9.8 1 0.0 25.267.2 

1 2月 41 4 1 7~0 4.991.0 1.173.9 

1 月 5 27.0 24.6 

計 1.427 243.9 5.97五6 2.340.6 3673 4 5.1弓3.0
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事再 6表 :突湾沖区朝縄夕#雪印l弓別海考書埜

春鰐

尽耳'J 場綱高存数 5 尽 6 弓 7 月
綱男11

朝 網 21 5.4 2.353.6 

タ 網 1 1 0 3.893.3 

秋網

月号川榊榊 1"' 0月. 1 1月 1 2月 1 月
講習刈

朝 網 事E1 57 2: 3 9 4. 7 68.585.7 1 3.76 8.0 451.3 

タ 網 延 7統 6.8 9 7.0 

第 7表 ブクラギ曳執月別漁穂音量

清和 42年探市J地区フクラギ曳偽漁獲望

月号lll8 月 ? 月 1 0月 1 1月

漁安士号[ 87.7 Krf 28.0 1 8 2. 0 

延隻数| 1 2 8 5 8 1 3 
3 

昭和 42年将ケ堤地区フクラギ曳執検簿登

耳切! 8 司 9 弓 1 0 Jj 1 1月

一一一一

積雪室 宍: 276.0 2‘478.0 892 1，395 

晶玉隻数 1 7 94 42 

一206-

自 月

707.6 

1 2 5日

2 月

64.2 

1 2月

3.0 

1 

1 2月

計

85.263.9 

一一一
6.8ヲ7.0

計

1‘730.4 

1 1 9 

計

1 
5，041，0 

. 
》
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